
こちらは「手挽きろくろ」。古代から近代ま
で使われていた道具です。このように、一
人が綱の両端を持って交互に引くことで軸
をまわし、もう一人がカンナを持って木地を
切削します。
最後に熱心なお客様達から多くの質問が
寄せられました。その一つ一つに丁寧にお
答えくださった講師の松本さん、小椋さん、
本当にありがとうございました！

小椋榮一さんのご子息・小椋正幸さんによ
る「ろくろ」の実演の様子です。お客さん
達は息をのんで見入っていました。

講師の松本直子さん。
小椋榮一さんの生前より取材を重ねてこら
れ、これまで木地屋に関する2冊の著書を
出版されています。（『崖っぷちの木地屋』
2009年、『南木曾の木地屋の物語』2011
年、いずれも未來社）
現地での木地屋としての経験と取材をもと
にした木地屋さんのお話や、小椋榮一さん
の木に対する想い等、松本さんにしか語る
ことのできない貴重なお話を伺うことができ
ました。

「技と心」セミナー　木地屋の話とろくろ実演
日時：3月28日（土）13:30～15:00
講師：〔語り手〕松本直子、〔実演〕小椋正幸（木地屋やまと）
3月28日に開催されたセミナーの様子を紹介します。
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